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パラスポーツと共生社会
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■調査概要

調査目的 パラスポーツ（障がい者スポーツ）が障がい者との共生意識に及ぼす影響を明らか
にすることを目的に本調査を実施した。

調査項目 10問（長野県＊のみを対象したQ1とQ4と、自由回答であるQ２は本調査結果から

除外）

（Q3）共生社会に関する言葉の認知度

（Q5）パラスポーツに関する経験

（Q6）パラスポーツに対する意識

（Q7）身近な障がい者の有無と障がいに関する経験

（Q8）障がい者の困りごとを解決するために必要なこと

（Q9）障がい者に対する手助け意識・行動

（Q10）現在・理想の社会イメージ

調査対象 全国12歳以上の男女10,506人（各都道府県206人 長野県1,030人＊）

調査期間 2019年9月27日〜29日

調査方法 Web調査

調査実施委託機関 株式会社マクロミル

＊日本財団パラリンピックサポートセンターがプロジェクトパートナーとして関わっている長野県のプロジェクト「長野県における障が
い者スポーツ振興事業（NAGANOパラウェーブ）」の効果を検証するために、長野県のみを対象とした項目（Q1、Q4）を設け、他の都
道府県よりサンプル数を増やし調査を実施した。
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【職業】

■プロフィール

【年齢】【性別】

(n=10506)
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【Q3】あなたは以下の言葉を知っていますか。（それぞれひとつ）
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パラスポーツ

共生社会

ダイバーシティ・多様性

インクルーシブ・インクルージョン

障がいの個人（医学）モデル・社会モデル

知っている 言葉だけは聞いたことがある 知らない
(n=10506)
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【Q5】あなたは以下のパラスポーツに関連する経験をしたことがありま
すか。ある場合は回数をお答えください。（それぞれひとつ）
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パラスポーツに関する番組（ニュース、情報番組、バラエティー番

組など）の視聴

テレビやインターネットでのパラスポーツ観戦

大会会場でのパラスポーツ観戦

パラスポーツ体験

パラスポーツに関わるボランティア活動

パラスポーツの指導

経験なし 1〜2回 3回以上

(n=10506)
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【Q6】あなたはパラスポーツに対してどのような考えをお持ちですか。
（それぞれひとつ）
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パラスポーツは障がいの有無や年齢、性別などを問わず、みんなで

楽しみながら行うことができる

パラスポーツはスポーツとして面白い

パラスポーツの普及は社会的課題（施設のバリアフリー化、平等・

公平な社会の実現など）の解決につながる

パラスポーツを体験することによって、障がいのある人に対する理

解が深まる

障がいのある人がスポーツを行うことは大変だ

パラスポーツには興味がない

そう思う どちらかといえばそう思う どちらとも言えない どちらかといえばそう思わない そう思わない

(n=10506)
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【Q7】あなたご自身、またはあなたの身近に障がいのある人はいますか。
また、あなたは以下の体験をしたことがありますか。（ここでの「障が
い」は、身体障がい、精神障がい、知的・発達障がいを指します。）
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自分自身に障がいがある

家族に障がいのある人がいる

友人・知人に障がいのある人がいる

近所で障がいのある人を見かけることがある

学校に障がいのある人がいる（いた）

仕事で障がいのある人と関わることがある

日常的に障がいのある人とパラスポーツに取り組んでいる

障がいのある人に関わるボランティアをしたことがある

手話体験やアイマスク体験など障がいを知るための体験をしたことがある

これまで、障がいのある人と関わったことはない

はい いいえ
(n=10506)
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【Q8】あなたは、障がいのある人の困りごとを解決するためにはどのよ
うなことが必要だと思いますか。以下の項目から重要だと思うものを必ず
3つ選択してください。
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医学的治療やリハビリテーションによる身体的機能の回復

地域の身近な人による手助けや声かけ

車いすや義手、義足、補聴器、白杖などの障がいのある人が使用する用具の開発

スロープや点字ブロック、音声ガイドなどのバリアフリーの充実

障がいのある人自身の、障がいを乗り越えるための強い意志と努力

障がい者割引などの障がいのある人を優遇する制度

その他【 】

(n=10506)
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【Q9】あなたは障がいのある人が困っているとき（目の不自由な人が
道に迷っているとき、車いすに乗っている人が段差の前にいるときな
ど）に、手助けしたいと思いますか。また、実際にどのような経験があ
りますか。
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手助けしたいと思う

手助けしようと思い、声をかけた経験がある

手助けしたいと思ったが、支援方法（目の不自由な人の案内の仕方や、車いすの押し

方など）が分からず不安だったため、声をかけなかった経験がある

手助けしたいと思ったが、急いでいたため、声をかけなかった経験がある

手助けしようとは思わなかった

障がいが理由で困っている人を見かけたことはない

はい いいえ

(n=10506)
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【Q10】現在あなたを取り巻い
ている社会のイメージとしては、
以下のどの図が当てはまりますか。
また、あなたが思い描く理想の社
会のイメージとしては、以下のど
の図が当てはまりますか。（それ
ぞれひとつ）
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1 2 3 4 当てはまるものがない わからない (n=10506)


